
Ｎo イベント名 実施機関 実施期間 開催場所
参加者数
（実績）

自然環境や周辺環境へ
の配慮

廃棄物の発生・排出抑制、再使用、再資源
化の推進等

省資源・省エネルギーの促進
普及啓発（環境教
育・学習）の推進

運営体制 その他の環境配慮

1
平成２６年山口県警
察視閲式

山口県警察本部 H26.5.10 山口市（山口きら
ら博記念公園多
目的ドーム）

3,000人 ●既存施設を活用し、
自然改変を回避

●　機器・設備は会場備品を活用
●　ホームページでの開催PRにより、ポス
ター等の作成数を必要最小限に抑制
●　弁当の空箱は、納入業者が持ち帰り、適
正に処理

●冷暖房の不要な時期の開催
●必要最小限の照明の使用
●スタッフは、公用車の乗り合わ
せにより移動

●環境に配慮したイ
ベントとなるようスタッ
フ間で意識を共有

2
山口県警察音楽隊
特別演奏会

山口県警察本部 H26.5.11 山口市（山口市民
会館）

1,500人 ●既存施設を活用し、
自然改変を回避

●来場者数を考慮し、プログラムの部数を必
要最小限に抑制

●空調については、控室・会場内
のみの使用とし、必要な時間帯
のみ稼動

3
第４７回山口県アイ
リンピック大会

山口県 H26.5.24 山口市（維新百年
記念公園）

2,700人 ●既存施設の活用し、
自然改変を回避

●パンフレット等の配布を必要最小限に抑
制
●来場者等のごみの持ち帰りを推進し、イベ
ントで発生する廃棄物の量を抑制

●チラシ、ポスター等の印刷部数
を削減
●自動車の使用を抑制

●専任者の設置
●スタッフ・参加者の
意識啓発

4
人権ふれあいフェス
ティバル

山口県、山口県教育
委員会、柳井市、柳
井市教育委員会、山
口地方法務局

H26.8.30 柳井市（サンビー
ムやない）

1,000人 ●既存施設・備品のみ
を活用し、自然改変を回
避

●パンフレット等の配布を必要最小限に抑
制
●来場者等のごみの持ち帰りを推進し、イベ
ントで発生する廃棄物の量を抑制

●公共交通機関での来場の呼び
かけ
●イベント関係者にスタッフ用バ
スの使用や相乗りを呼びかけ

●来場者へのごみ
の持ち帰りの呼び
かけ

●環境に配慮したイ
ベントとなるようスタッ
フ間で意識を共有

5
２０１４やまぐち住宅
フェア

山口県ゆとりある住
生活推進協議会

H26.10.4-
10.5

下関市（海峡メッ
セ下関１F　展示
見本市会場　他）

6,000人 ●既存施設を活用し、
自然改変を回避
●出展ブースの設営に
ついて、完全リサイクル
システムパネル工法を
採用し、騒音・振動を軽
減

●会場設営に係る資材や機器、設備は、再
使用できるリサイクル、レンタル製品を使用
し、廃棄物の排出を抑制
●会場内にごみ箱を設置せず、来場者及び
出展者へのごみの持ち帰りを周知徹底
●印刷物の配布枚数を必要最小限に抑制
●残った印刷物は廃棄せず、関係機関への
情報提供資料として活用
●パンフレットのリサイクルボックスを設置

●チラシ等の作成・配布を必要最
小限に抑制
●出展者の電力使用について、
事前申告により、必要な容量分
のみに制限
●スタッフ証、腕章を毎年リユー
ス
●イベント関係者は、自家用車の
乗り合わせにより移動

●会場内にエコイ
ベントの取組方針
を掲示し、来場者
に啓発

●スタッフや委託業
者等にエコイベントの
取組方針を周知

●イベント２日目の準
備品について、初日の
状況から必要量を予測
し、余剰の発生がない
よう調整

6
やまぐち総合スポー
ツ大会「きらスポ祭
２０１４」

やまぐちスポーツ交
流・元気県づくり推
進会議（事務局：ス
ポーツ推進課）

H26.10.18
、10.26

山口市（山口きら
ら博記念公園水
泳プール、維新百
年記念公園、山口
県セミナーパーク
他）

8,700人 ●既存施設を活用し、
自然改変を回避

●機器・設備はレンタル品を活用
●別日程で使用した看板等の再利用
●出展者、来場者のごみの持ち帰りを徹底
し、イベントで発生する廃棄物の量を抑制

●公共交通機関での来場の呼び
かけ
●チラシ等の発行回数や印刷部
数を必要最小限に抑制するととも
に、webでPR
●スタッフジャンパーを毎年リ
ユース

●来場者へのごみ
の持ち帰りの呼び
かけ

●環境に配慮したイ
ベントとなるようスタッ
フ間で意識を共有

7
やまぐち子どもハッ
ピーフォーラム

山口県、やまぐち子
どもハッピーフォーラ
ム実行委員会

H26.11.2 柳井市（やまぐち
フラワーランド）

3,000人 ●既存施設を活用し、
自然改変を回避

●パンフレット等の配布を必要最小限に抑
制
●来場者等のごみの持ち帰りを推進し、イベ
ントで発生する廃棄物の量を抑制

●チラシの必要部数を精査し、印
刷部数を削減
●主催者、運営ボランティア等の
相乗りを調整

●業務委託仕様書に
環境配慮の項目を記
載
●企画段階から環境
配慮に積極的に取り
組むよう指示

8
やまぐちものづくり
＆ビジネスフェア２０
１４

やまぐちものづくり＆
ビジネスフェア２０１
４実行委員会

H26.11.3-
11.4

山口市（維新百年
記念公園スポーツ
文化センター）

16,000人 ●既存施設を活用し、
自然改変を回避

●機器・設備はレンタル品を活用
●展示会出店者等に対し、出展・出店に係
るごみの持ち帰りを指示し、廃棄物の発生
量を抑制

●別々に開催していたイベントの
統合し、チラシ等の作成・配布数
を削減するとともに、資材、機器、
設備等の使用を抑制
●会場内の照明は、周囲の状況
に応じて調整
●空調は、必要最低限のみ使用
●来場者に対し、チラシ等により
公共交通機関の利用を促進

●展示会におい
て、環境配慮製品
等を提供する２０
団体が出展し、製
品・取組等を普及

●会場におけるごみ
の処理など、環境に
配慮したイベントとな
るようスタッフ間の意
識を共有

9
ファンタジークリスマ
ス in きらら

きららイベント実行
委員会

H26.12.23 山口市（山口きら
ら博記念公園）

6,800人 ●既存施設、テントを活
用し、自然改変を回避

●パネル等については、既存のものを使用
●電源設備等については、レンタル品を使
用
●来場者、出店者によるごみの持ち帰りを
徹底し、イベントで発生する廃棄物を抑制

●ＰＲちらしについて、必要部数
のみ使用
●ホームページでのＰＲを実施

●参加者に対し、
ごみの持ち帰りの
徹底を呼びかけ

●環境に配慮したイ
ベントとなるようスタッ
フ間で意識を共有

10

山口県国際交流協
会創立２５周年記念
事業「国際活動フェ
スティバル２０１５」

山口県国際交流協
会創立２５周年記念
事業実行委員会、公
益財団法人山口県
国際交流協会

H27.1.25 山口市（山口県総
合保健会館）

1,500人 ●既存施設を活用し、
自然改変を回避

●来場者、出店者によるごみの持ち帰りを
徹底し、廃棄物の発生量を抑制

●公共交通機関での来場の呼び
かけ
●空調は、必要最低限のみ使用

●環境に配慮したイ
ベントとなるようスタッ
フ間で意識を共有

11
第２６回山口県警察
音楽隊定期演奏会

山口県警察本部 H27.2.7 宇部市（渡辺翁記
念会館）

1,400人 ●既存施設を活用し、
自然改変を回避

●パネル等については、既存のものを使用
●電源設備等については、レンタル用品を
使用
●来場者、出店者によるごみの持ち帰りを
徹底し、廃棄物の発生量を抑制

●空調については、控室や会場
内のみ使用し、稼動の必要のな
い時間帯においては使用を控え
る。
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